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１．はじめに 
センター長 酒井道 

 
滋賀県立大学では、地域ひと・モノ・未来情報研究センターを２０１７年４月に開設し、

情報通信技術（ICT）により、地域課題の解決を目指す研究活動とそれに資する人材育成の

ための教育活動を行うことを目的としてスタートしました。そして、２０１８年４月には、

念願の教育プログラムである、大学院副専攻・ICT 実践学座、通称“e-PICT”を開始する

ことができました。以下、大学における教育と研究の意義に触れながら、我々が目指す本セ

ンターが掲げる目標について説明します。 
大学は、その教育活動において、卒業生や大学院の修了生に対して、最終学歴を証明し、

それに対する称号を与えています。すなわち、社会に出る直前の学生に対して最終的な学び

の機会を提供するとともに、社会に対しては各界で有為に活躍しうる人材を提供する・保証

する役割を担っています。そのような大学の役割を鑑みたとき、そこにおける教育の実態と

しては、ただ単に高度な内容を教授するだけで良いでしょうか？ 恐らく、そうではない、

ただ難解なことを理解できる人材を育てるのではない、と言えるでしょう。一方で、社会で

すぐに役立つ経験や知識を身に付けることだけが、大学の役割でもない、とも言えると思い

ます。重要なのは、社会に出た若者が、未知の世界で未経験の課題に遭遇した時、それに十

分に対応して解決する知識と能力を身に付けることと言えるのではないでしょうか。この

ように考えると、大学は、その専門性に秀でた教員を抱えるだけでなく、社会で活躍しうる・

そのような将来性を大いに秘めた学生を送り出すために、保持する専門性につらなる最先

端の課題（すなわちまだ誰も取り組んだことのない、価値あるテーマ）を研究ターゲットと

して学生に提示し、それに取り組ませることで未知の課題への解決手法を身に付けさせる

ことがその役割と言えるでしょう。 
この内容を、本センターにおける研究活動と教育活動のそれぞれに当てはめてみます。ま

ず、本センターの活動が実践的である点を考慮すると、学術的基礎事項の集大成である学部

教育というより、大学院教育との連携に相性が良いと言え、我々は大学院副専攻として教育

プログラムを設定することとしました（もちろん、将来的には、学部教育への有機的な展開

を想定したいと思っていますが、それはまず大学院副専攻での実践教育の成果の上に立つ

もの思われます）。そして、本センターにおける地域課題への ICT 手法の適用という内容に

ついては、種々の取組の報告はあるものの、すべての地域ですべての課題に適用されるほど

成熟した基盤は存在しません。極端な言い方をすると、個人的には、全国４７都道府県のす

べてに一つ一つ我々の組織のような研究センターが置かれて、それぞれの課題解決にあた

るべきだ、と思うほど我が国の地域の在り方は多様です。さて、そのような現状から、最先

端課題、つまりまだ誰も取り組んだことのない価値ある研究テーマは地域に溢れているこ

とになり、大学院副専攻での実践教育のテーマとして次から次へと立ち現れます。このよう

に、大学院副専攻・ICT 実践学座は、現場での実地教育として、現場に存する未知の研究テ
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ーマを大学院生に提供しながら、同時に課題解決型研究を通した地域貢献へと結びつくこ

とになります。 
前述した内容、すなわち、学生が社会に出る前の実践教育、という位置づけについて、実

は最近ではそれが少し当てはまらない状況が生じてきており、それがまた本センターが掲

げる重要な目標につながっているため、それについてもまずこの冒頭部分で触れておきま

す。それは、社会人へのリカレント教育であり、広く社会で活躍している社会人の皆様に対

して教育機会を提供することを目指しています。ICT 手法の社会的広がりは目を見張るも

のがあり、かつその ICT 手法そのものの進歩が急速です。つまり、それぞれの年代の社会

人にとって、自らが学生時代に学んだ知識だけでは何十年も持ちこたえるのが困難な時代

となっており、ICT 手法は特にその程度がより激しいと言えるでしょう。実際には、社会人

の方の日ごろの業務時間との兼ね合いで、大学院副専攻への参加はなかなか難しいことも

事実ですが、そのような問題を少しでも緩和するため、テレビ会議システムなど ICT 手法

そのものを活用した教育環境の整備にも取り組んでいきます。 
また、昨年度開始した本センターにおける研究活動については、より一層充実した取り組

みが進んでおります。本文中で述べます通り、地元商工会議所－本センター間、地元農家－

本センター間、地元病院－本センター間、地元社団法人－本センター間など、大学外部の各

組織・個人様と本センター所属教員との間での共同研究・共同開発の取組が加速しました。

学内においても、人間看護学部－工学部間、人間文化学部－工学部間で、教員間の共同研究

が、２０１７年度からより一層進展しました。 
２０１８年度の成果報告として次ページ以降の内容を説明しますと同時に、今後も、外部

の皆様との連携を密に、積極的に新規テーマにも取り組んで参ります。２０１７年度からい

ただいております大学内外の皆様からの積極的なご協力ご支援についても心より感謝申し

上げます。 
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２．2018 年度の活動の概要説明 
 
2-1．大学院副専攻・ICT 実践学座“e-PICT”の開講 
 2018 年 4 月に、我々にとって念願の大学院副専攻・ICT 実践学座“e-PICT”を開講する

ことができました。大学院副専攻とは、主専攻（学位が授与されるもの）により得られる高

い専門性の上に、本学独自に定めるものとして、学際的・総合的な知識と実践力を身に付け、

修了証交付によりプラスアルファの学修証明を行うものであり、本学では近江環人地域再

生学座に続く２つ目の副専攻です。e-PICT（イーピクト）という通称については、Practical 
Educational Program for Information & Communication Technology の頭文字からとり、

この英語名が示す通り、様々な社会で実際に使える ICT を基礎から身に付け、現場に役立

つ形で学び実習するプログラムであることに由来しています。 
2018 年 3 月に、本センター専任教員として、e-PICT を取りまとめる教員である、杉山

裕介 准教授が着任しました。また、同月に、e-PICT の社会人受講生の選考が行われ、１名

の受講が認められました。翌 4 月の新大学院１回生のオリエンテーションでは、工学研究

科等の学生に対し e-PICT の告知・説明を行って受講希望を募って書面審査を行い、最終的

に 2018 年度は 20 名（社会人 1 名、大学院生 19 名）が e-PICT を受講することになりまし

た。この中には、工学研究科だけ

でなく、環境科学研究科環境動

態学専攻からの 1 名の受講も含

まれています。 
e-PICT のカリキュラムは、講

義科目と実習科目より成ってお

り、自らの主専攻の科目に加え

て副専攻科目を追加で受講しま

す。なお、研究科に応じて異なり

ますが、最終的な修士学位授与

に伴って、副専攻科目のいくつ

かを主専攻修了単位に算入する

ことが可能です。また、ICT 手

法が工学系のみならず、あらゆ

る分野で必要とされている状況

に鑑み、e-PICT では、特に社会

人受講生に対して、講義科目取

得によらずとも、４つの実習科

目（情報通信実習 A～D）で実践

力を身に付けることによっても
図１．e-PICT のカリキュラム、および情報通信実習 A の実

施の様子（彦根梨栽培場における果実の色味変化の診断）。 
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修了可能とし、難解な数学の理解等の代替ノウハウを身に付けていただけます。また、特に

社会人受講生には、自らの勤務先で生じている ICT 関連課題を実習に持ち込んでテーマ化

することを推奨しています。 
我々は、この実習科目での実践力養成に力を入れており、情報通信実習 A を必修科目と

しています。本センター所属教員やその他の協力いただいている教員が、この科目に対して、

その時々のホットな実習内容を毎年新たに設定し、それに対して各受講生が、教員が提案し

たテーマから選択希望を出し、個々の教員のもとで ICT 技術について学んでいく形式をと

っており、いわば学内インターンの位置づけもあります。2018 年度は 14 のテーマが集め

られましたが、その中で実際に実施されたものとしては（カッコ内は担当教員名）、 
 
・生体とその外部環境に関する化学反応ネットワーク解析（酒井道） 
・携帯型センサモジュールからの信号収集システムの構築と行動解析（宮城茂幸） 
・身近なモノの計測と可視化（榎本洸一郎） 
・無線通信で動かす小型移動ロボットの製作（橋本宣慶） 
・筋電位・体圧・心拍センサによる介助者の安楽性および被介助者の自立性の解析（西岡靖

貴） 
 
社会人履修生のテーマとして、 
 
・光源と受光センサの複合構造の物理的設計と取得データの解析（酒井道） 
 
等が挙げられます。その成果の一部は、9 月に開催された、滋賀県立大学工学部研究交流会

において、本センターの活動の紹介とともに、情報通信実習Ａの展示を行い、実際に実習を

行った学生自らが来場者に対してポスター発表形式にて説明しました。 
 
2-2．地域密着型・分野横断型の研究活動の実施、スマートファクトリーの取組

の開始 
 2017 年度から開始した本センターにおける研究活動は、より一層充実してきました。そ

の一部について、経緯を含めて以下に概要をご説明しますとともに、次章にて各論について

詳細を報告します（なお、以下に示す内容も随時部分的に説明しますが、詳細は 2017 年度

成果報告書に詳述しておりますので、そちらをご覧ください： 障がい児の早期移動体験用

支援機器の開発と発達の評価（工学部・機械システム工学科 安田寿彦）、全方位カメラを

用いた雲量の時系列化（工学部・電子システム工学科 小郷原一智、園田哲平）、頸部聴診

音による嚥下評価指標の検討（人間文化学部・生活栄養学科 小澤惠子、工学部・電子シス

テム工学科 宮城茂幸）、簡単操作～無線通信機能付～ポータブルスマートチェッカー（工

学部・電子システム工学科 酒井道））。 
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 まず、学内外での連携については、本センターが掲げる理念の一つである「オープンイノ

ベーション」、すなわち組織の枠を越えて自由な発想の奨励・自由な取り組みの推進を行う

意味で意義付けがあると同時に、滋賀県に位置する県立大学としての地域社会に対する役

割、また交付いただいている地方創生推進交付金の交付目的に沿って、重要な意味を持ちま

す。今年度、学内外の連携に伴う研究の遂行について、以下のように例示できます。 
 
○地元商工会議所（民間企業）－本センター間 
彦根商工会議所内で組織されている彦根異業種交流研究会（GAT 彦根）において、これ

までも本学工学部教員が３名ほど参加させていただいてきているが、本年、GAT 彦根３０

周年事業である彦根城周辺の人力車の位置情報可視化の取組に対して、本センターへの参

加要請をいただき、協同した。彦根城周辺を観光目的で移動する目的で運行されている人力

車について、現在位置を可視化することで、観光客が容易にスマートフォンで探すことがで

きるようにし、観光の活性化に貢献しようという試みである。㈲イーグル電子製作所様が人

力車の位置情報を取得し、そのデータを無線通信伝送する IoT*センサー端末の開発を担当

され、本センターはデータサーバに転送されたデータをクラウドサーバ上に送信して Web
ページにて公開する部分を分担した。2018 年秋以降、e-PICT 在学大学院生が参加してデー

タ転送及び観光客向け公開システムを構築し、2019 年１月の GAT 彦根１月度例会にて成

果発表を行った。 
*IoT： Internet of Things の略。モノのインターネットとして、人間が介在せずに種々

の対象物がそのセンサー情報を通じてインターネットに接続される技術全般。ウェア

ラブルセンサを装着した人の健康の見守りや、建造物等のインフラ設備の状況監視な

ど、多くの応用形態で実用化が進んでいる。 
○地元農家－本センター間 
 本学は滋賀県彦根市に位置し、大学キャンパスのごく近くの荒神山のふもとには、彦根梨

の栽培地が広がっている。彦根梨は、未熟な状態で収穫して保管・輸送時に熟成させるので

はなく、ほぼ完熟状態で収穫してすぐに出荷することを特徴としており、夏から秋にかけて

のシーズンには地元の直売所には早朝から長い待ち行列ができるほどである。この梨の木

を１本借り受けて、出荷前で未熟な盛夏の時期から、シーズンが終了するまでの間、数回に

わたって１７０個程度の梨の表面を色彩センサ（㈱チェッカーズ製。２０１７年度成果報告

書の「簡単操作～無線通信機能付～ポータブルスマートチェッカー」を参照）で８方向測定

を実施した。そして、1600 色を超えるカラーサンプルで教師有り学習*により補正された較

正プロセスを経て、正確な彩度と色相データを得て、栽培農家様の専門家による熟度レベル

評価と色彩データの対応関係を調べ、熟度の自動判別システムを構築した。 
  *教師有り学習： 単純な関数で近似できない依存性について、既知の入力－出力の正

解パターンの組み合わせを多数用意し、ニューラルネットワーク等の種々の依存性を

表現できる関数の組み合わせシステムに一つ一つのパターンを当てはめて、組み合わ
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せの係数などを導出して再現システムを近似的に特定する手法。 
○地元病院－本センター間 
 草津総合病院と本センターの間で協同し、嚥下動作における誤嚥レベルの判別分析手法

の開発を行っている。２０１７年度成果報告書の「頸部聴診音による嚥下評価指標の検討」

に詳述している。２０１８年度も、深度カメラを用いた咽喉部の微小変化の診断法開発と合

わせて、検討を進めた。 
○地元社団法人－本センター間 
 社会福祉法人びわこ学園との協同により、障碍児の発達支援用移動機器の開発を行って

いる。２０１７年度成果報告書の「障がい児の早期移動体験用支援機器の開発と発達の評価」

に詳述している。２０１８年度も、移動機器の移動操作性をより高める開発を進めるととも

に、社会貢献活動として、本センターメンバーが Kids Loco Project を主導し、一般向けの

移動機器の自作教室の開催等を行った。 
 
 学内の分野横断型の連携に関しては、学内各教員が往々にして陥りがちな自らの専門分

野にタコつぼ的にはまり込むのを防いで、学内によりよい教育・研究環境を実現し活性化す

ると同時に、学部や分野横断で教員同士の専門の掛け算効果により、学内の研究において多

様性を確保・促進することが期待できます。その取り組みの例を以下に示します。 
 
○人間看護学部－工学部間 
 看護師養成と看護作業改善を専門とする人間看護学部教員と、アクチュエータ等稼働機

器の制御・設計が専門の工学部機械システム工学科教員が協同して研究開発を行っている。

次の３章に詳述する。医療・看護現場における看護師や介護士の方々の作業には身体への負

担が大きいと分類されるものがあり、特に腰痛予防に対する対策は重要である。通常の固定

型コルセットは、腰痛予防にある一定の効果があるものの、その継続的な装着は他の作業の

時には不要でありかつ動作の自由度を奪うことにもなりかねない。そこで、樹脂フィルムに

より構成されアクチュエータ機能を含む複数の空気室より成り、必要なときに空気圧を高

めてコルセット形状を形成し、不要な時には減圧して通常の衣服と同様の柔軟性を確保で

きる「アクティブコルセット」を開発した。求められる耐圧値を確保することに成功し、ま

た実際の装着試験時に筋電位センサにより測定したところ筋電位の低下傾向を確認し、負

担軽減に対して実際の作業試行において効果を実証した。３章に詳述する。 
○人間文化学部－工学部間 
 病院の患者等の栄養摂取改善法の検討を専門とする人間文化学部生活栄養学科の教員と、

ディジタル信号処理が専門の工学部電子システム工学科の教員が協同して、前述した嚥下

動作における誤嚥レベルの判別分析手法の開発について、本センター内で学部間連携体制

を整えるとともに、草津総合病院と協同した。２０１７年度成果報告書の「頸部聴診音によ

る嚥下評価指標の検討」に詳述している。２０１８年度も、飲み込み音診断と深度カメラを
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用いた咽喉部の動画診断法開発と合わせて、検討を進めた。 
 
 さらに、今年度から、本

センターでの取り組みに

「スマートファクトリー」

を４本目の柱として追加

しました。これまで、「ス

マート農業」「スマート看

護」「スマート観光」を３

本柱として取り組んでき

ましたが、県内に数多ある

第２次産業系の企業様か

ら多くのご要望をいただ

きました。本センターで、

いただくご要望や関連技術に関して精査し、長年行われてきたファクトリーオートメーシ

ョン（FA）からさらに次元として進化した取り組みが求められていること、現状で県内の

第２次産業における各企業様からすでに確立されたセンサ技術や解析技術だけでは解決で

きない課題を提示いただいていること、共同研究開発を通して滋賀モデルとしての新規発

信がいくつも見込まれること、等が明らかとなりました。今後のスマートファクトリーの取

組にもご期待ください。 
 
2-3．ICT 実践セミナーの開催 
 2018 年度における

教育面での取組とし

て、前述の ICT 実践学

座 e-PICT の開設と合

わせ、ICT 実践セミナ

ーを 2017 年度に引き

続き開催しました。今

回のテーマとして「現

場で使える ICT －

ICT 実 践 学 座 “ e-
PICT”より－」を取り上げ、ICT 実践学座 e-PICT において、学内における大学院生向け、

そして学外の社会人の皆様を社会人コースとして大学にお越しいただいての副専攻カリキ

ュラム提供内容とともに、e-PICT で蓄積する教育ノウハウと研究活動の教育への展開を、

学外にオープンな形態で行おうとするものです。すなわち、県立大学としての社会の公器と

表１．ICT 実践セミナー（2018 年 12 月 7 日）のプログラム。 

図２．スマートファクトリーの取組の概念図。 
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に詳述している。２０１８年度も、深度カメラを用いた咽喉部の微小変化の診断法開発と合
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用いた咽喉部の動画診断法開発と合わせて、検討を進めた。 
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「スマートファクトリー」
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信がいくつも見込まれること、等が明らかとなりました。今後のスマートファクトリーの取

組にもご期待ください。 
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座 e-PICT の開設と合

わせ、ICT 実践セミナ

ーを 2017 年度に引き

続き開催しました。今

回のテーマとして「現

場で使える ICT －

ICT 実 践 学 座 “ e-
PICT”より－」を取り上げ、ICT 実践学座 e-PICT において、学内における大学院生向け、

そして学外の社会人の皆様を社会人コースとして大学にお越しいただいての副専攻カリキ

ュラム提供内容とともに、e-PICT で蓄積する教育ノウハウと研究活動の教育への展開を、

学外にオープンな形態で行おうとするものです。すなわち、県立大学としての社会の公器と

表１．ICT 実践セミナー（2018 年 12 月 7 日）のプログラム。 

図２．スマートファクトリーの取組の概念図。 
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しての役割を鑑み、学内にとどまらず広く社会に向けての教育活動を行うことが求められ

ており、そのような趣旨で開催しております。 
 セミナーでは、センター長の酒井が開催の趣旨と大学院副専攻 e-PICT の紹介を行いまし

た。その後、実際に大学院副専攻 e-PICT で行っている講義内容をについて例示しかつ一般

向けに説明する観点で、講演１～３を行いました。また、今回は、彦根市の大学キャンパス

と、大津市の環びわこ大学地域コンソーシアムの２会場をテレビ会議システムで結び、県域

の北部と南部からの参加利便性を高めました。 
講演１は、e-PICT 開講科目の内、「画像情報処理」の講義内容とその関連内容について、

最近話題の畳み込みニューラルネットワーク等の内容も含んで、応用先として自動車の自

動運転への適用なども含め、説明を行いました。また、講演２は、e-PICT 開講科目の内、

「数理情報工学特論Ⅰ」「数理情報工学特論Ⅱ」の講義内容に関連し、ICT 手法の基盤とな

っている数学の内容について紹介しました。講演３では、e-PICT において必修科目として

開講している「情報通信実習 A」の内容について説明しました。すなわち、１～５名程度の

少人数で実施している実習内容の具体例を説明しました。 
 
2-4．2018 年度成果発表シンポジウムの開催 
 年度末には、

2018 年度の成果

を取りまとめ、社

会発信する目的

で、成果発表シン

ポジウムを開催し

ました。このシン

ポジウムは、本セ

ンターで行われて

いる研究活動に関

してその成果を広

く社会に還元・公

表する目的で行っ

ています。2018 年

度の今回の会では、大学院 e-PICT の設置元年であり、教育と研究の場が一致することで生

じる地域社会貢献と人材育成の相乗効果についてもご覧いただける機会となりました。 
 まず、特別講演として、株式会社 NTT データの津田博史様より、「情報センシングとビ

ッグデータ活用」と題してご講演をいただきました。我が国の民間企業として、そして日本

電信電話グループの中でデータ活用の先端を走ってきた企業として、活動の現状と今後の

展開予測について、多くの示唆に富むご説明をいただきました。種々の分野でデータが多様

表２．2018 年度成果発表シンポジウム（2019 年 2 月 22 日）のプログラム。 

9 
 

化し、また企業や分野内で留まり特殊化する現象（「サイロ化」）が生じている現状で、IoT
とビッグデータと AI（人工知能）の掛け算効果をどのように社会課題解決に生かしていく

か、という視点が重要である、という指摘がありました。そして、具体的には、NTT デー

タが中国の貴陽市に現地当局と共同で設立した研究所における活動について、信号制御に

よる交通流の最適化と IoT による水質制御について説明いただきました。また、中国の現

状について、我々の取り組むスマート農業関連では「農村 EC」（注：EC: 電子商取引）と

いう個々の農村による農産物のネット販売形態について、スマート看護関連では集中治療

室での重症化予測について、またスマート観光関係では「スマート旅行」という旅行商品開

発・販売とビッグデータ収集・分析の連携例について説明いただきました。そして、今後の

動向として、民間企業ならではの視点で、ICT 系の技術発展としての「情報社会トレンド」

と社会をけん引する「技術トレンド」の両方をにらんで、企業としての方向性を選択してい

く、というお話で締めくくられました。 
 合わせて当センターの教員が口頭発表した、当センターの研究活動内容発表についての

詳細については、本成果報告書の第３章「2018 年度の研究成果概要」の項で説明します。 
 また、今回行ったポスター発表では、当センターで実施している２０数件の研究活動の中

から、成果のまとまってきている８件について発表しました（第３章 3-3 参照）。このうち、

３件は e-PICT における実習成果、４件は e-PICT 履修大学院生による研究成果を含むもの

でした。シンポジウム終了時に回収したアンケートから、ご来場企業の方から、学生の発表

レベルの高さに驚いた、といううれしいご指摘もいただきました。 
 
2-5．2018 年度の活動データ 
 その他、2018 年度の活動データについて、以下の通りに要約してお知らせします。 
 
＜本センターの 2018 年度データ＞ 
 センター教員 ２３名（本務学部と兼務：２２名、専任教員：１名） 
 センターコーディネータ １名 
 センター特任職員 １名 
 研究テーマ数 ２４（2019 年 3 月現在） 
  （内訳）スマート農業 萌芽フェーズ： ５、実証フェーズ：１ 
      スマート看護 萌芽フェーズ：１１、実証フェーズ：３ 
   スマート観光 萌芽フェーズ： ３、実証フェーズ：１ 
 連携先 公的機関：５、民間企業：７、NPO 等団体：２  
 
＜産学官連携活動＞ 
産学官連携活動のうち、現状で公表できるものからの抜粋して以下に示します。ここでは、

第２章および第３章で説明している連携活動以外を紹介します。 
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滋賀県地域情報化推進会議への協力 
 本センターとして、これまで滋賀県地域情報化推進会議に対し、ICT 利活用検討部会での

活動において協力してきました。2018 年 7 月の総会において、本センターのセンター長の

酒井が大元の滋賀県地域情報化推進会議の会長に選出されました。本センターとしても、今

後、本会議における滋賀県における産官学にまたがる関連事業の推進において、より一層連

携・協力していくこととしたいと考えています。 
 
滋賀県 IoT 推進ラボとの連携 
 2017 年の本センター設立とほぼ時を同じくして、滋賀県 IoT 推進ラボが設立されました。

本センターの研究活動と共通テーマになることも多く、ラボ取りまとめの滋賀県モノづく

り振興課からのご要請もあり、メンバー交流を中心に相補的にお互いの活動をサポートし

ています。センターコーディネータが滋賀県 IoT 推進ラボの業務を兼務しており、引き続

き連携していきます。 
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３．2018 年度の研究成果概要 
 
3-1．看護師を支援する生体計測とソフトアクチュエータ開発＜スマート看護＞ 
         工学部・機械システム工学科 西岡靖貴     
         人間看護学部・人間看護学科 伊丹君和、千田美紀子 

看護師の看護現場での労働

の種類は多岐にわたり、特に

その中のいくつかの動作が原

因となる腰痛による離職等の

問題が深刻であり、このよう

な課題の可視化とサポート機

器開発を行っています。 
筋電位センサと姿勢センサ

により、現場でのデータ抽

出・蓄積を行いながら、ソフ

トアクチュエータ技術を基盤

として、アクティブコルセットとアクティブソフトマットの研究開発を行っています。作

業に応じてアクティブに形状が変わる状態そのものも、３D スキャナによる形状測定を行

い、現物を定量データ化するために、センサを活用することで、主観評価だけでない客観

化を通した開発を行い、実際の作業における作業軽減効果（筋電位低下）も確認できまし

た。 
本研究活動は、学外の民間企業様（２社）と協同しながら、本学内においては人間看護

学部と工学部の間で分野横断的な検討として行いました。 
 
3-2．円筒マーカによるペン形状器具のリアルタイム動作検出＜スマートファ

クトリー＞ 
          工学部・機械システム工学科 橋本宣慶 
 早くは１９６０年代から、第２次産業の工場内において、多くの手作業が自動化される

FA の取組が進みました。しかし、究極的には伝統工芸品の作製における手作業を完全に

コピーし自動化することが大変困難であることからもわかる通り、工場内作業としての手

作業、すなわち「勘」「コツ」に関わる部分には FA 化が進まず、ほとんど手つかずの状態

で残っている箇所があります。ベテラン技術者が続々と引退されていく中、社内でごく少

数の技術者しか所持されていない技術の伝承は、待ったなしの課題と言えます。 
 本研究においては、円筒形状の作業具について、独自のマーカーを開発し、その動画を

撮影することで３次元的な位置のみならず角度・回転の情報も取得可能としました。この

時間変化を捉えることで、動作状態およびその時間積分量を可視化・定量化することが可

図３．看護師の作業支援のためのセンシング技術と柔軟対応型

ハードウェア技術。 
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能です。また、同時に開発し

ている仮想現実感（virtual 
reality (VR)）・拡張現実感

（augmented reality (AR)）
技術と合わせ、技術者の訓練

機の実現や、訓練機作業時の

データ取得による技術レベル

評価も可能となると期待でき

ます。 
 
3-3．その他の主な成果 
 
 2018年度の成果発表シンポジウムにおけるポスター発表のタイトル等の情報をご紹介す

る形で、2018 年度のその他の成果をお知らせします。現在、まだ公表できない研究成果も

あり、それらについてはここでは説明を省略します。 
下記の通り学生（*印）の研究活動への積極的な参加があり、研究活動を通した実践的教

育が行われていることについてもご説明するものです。 
 
①機械学習における勾配消失を体感する  ＜e-PICT 実習・基礎＞ 

庵翔太 1,2 *，小郷原一智 3,4 
 1滋賀県立大学 大学院副専攻 ICT 実践学座 
 2滋賀県立大学 大学院工学研究科 電子システム工学専攻 
 3滋賀県立大学 工学部 電子システム工学科 
 4滋賀県立大学 工学部 地域ひと・モノ・未来情報研究センター 
 
②「不快」と評判の講義室の環境計測  ＜e-PICT 実習・スマート農業・他＞ 

福地 賢太 1,2 *，小郷原一智 3,4 
 1滋賀県立大学 大学院副専攻 ICT 実践学座 
 2滋賀県立大学 大学院工学研究科 機械システム工学専攻 
 3滋賀県立大学 工学部 電子システム工学科 
 4滋賀県立大学 工学部 地域ひと・モノ・未来情報研究センター 
 
③色彩情報センサーを用いた彦根梨の熟度評価 ＜e-PICT 実習・スマート農業＞ 

植野伸哉 1,2 *、酒井道 3,4 
1滋賀県立大学 大学院副専攻 ICT 実践学座 

 2株式会社チェッカーズ 

図４．作業具の３次元動作追跡を可能とするマーカー設計と

VR・AR 技術との融合。 
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 3滋賀県立大学 工学部 電子システム工学科 
4滋賀県立大学 工学部 地域ひと・モノ・未来情報研究センター 

 
④主観的評価を用いたインテリアレイアウト設計支援システムの提案 ＜スマート看護＞ 
 松野智浩 1 *、畑中裕司 1,2 
 1滋賀県立大学 工学部 電子システム工学科 

2滋賀県立大学 工学部 地域ひと・モノ・未来情報研究センター 
 
⑤頸部深度画像を用いた隣接フレーム間差分による嚥下時刻推定 ＜スマート看護＞ 
 吉田淳 1,2 *、小澤恵子 3,5、森谷季吉 4、坂本眞一 1、酒井道 1,5、宮城茂幸 1,5 
 1滋賀県立大学大学院 工学研究科 電子システム工学専攻 
 2滋賀県立大学 大学院副専攻 ICT 実践学座 
 3滋賀県立大学 人間文化学部 生活栄養学科 
 4草津総合病院 
 5滋賀県立大学 工学部 地域ひと・モノ・未来情報研究センター 
 
⑥建物内間取りと人が形成するコミュニティが感染症拡大に与える影響の数値シミュレー

ション      ＜スマート看護＞ 
松山真吾 1,2 *、小島徹也 1 *、森本安紀 3,4、宮城茂幸 1,4、酒井道 1,4 
1滋賀県立大学大学院 工学研究科 電子システム工学専攻 
2滋賀県立大学 大学院副専攻 ICT 実践学座 

 3滋賀県立大学 人間看護学部 人間看護学科 
4滋賀県立大学 工学部 地域ひと・モノ・未来情報研究センター 

 
⑦深層学習を用いた対話文への「かわいさ」の付与  ＜スマート観光＞ 

後藤優介 1 *，砂山渡 1,2 
 1滋賀県立大学 工学部 電子システム工学科 
 2滋賀県立大学 工学部 地域ひと・モノ・未来情報研究センター 
 
⑧ひこね人力車の位置情報の取得・公開システムの構築 ＜スマート観光＞ 

山本奎伍 1,2 *、南晋介 3、南大介 3、宮城茂幸 4,5、酒井道 4,5 
 1滋賀県立大学大学院 工学研究科 電子システム工学専攻 

2滋賀県立大学 大学院副専攻 ICT 実践学座 
 3有限会社イーグル電子製作所  

4滋賀県立大学 工学部 電子システム工学科 
5滋賀県立大学 工学部 地域ひと・モノ・未来情報研究センター  
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４．研究成果の公表内容一覧 
 
（著書） 
1. 高橋卓也，「第５章 環境問題と資源利用・資源管理「森林資源の経済学」」（環境経済・

政策学会編「環境経済・政策学事典」）（2018 年，丸善出版），pp. 282-283． 
 
（学術論文発表） 
1．高橋卓也，「生態系サービス（自然の恵み）の経済評価：TEEB の現状と課題」（特集：

環境と経済の統合の進展－環境・経済・社会の包括的枠組みにおける環境経済学の展開），

環境情報科学，48-1：pp. 14-19 (2019)． 
2. 松下幸司，高橋卓也，吉田嘉雄，仙田徹志，「2005 年・2010 年農林業センサスによる生

産森林組合の分析－保有山林面積別動向を中心に－」，入会林野研究，39, pp. 60-70 
(2019)． 

3. Wataru Sunayama, Tomoya Matsumoto, Yuji Hatanaka, and Kazunori Ogohara: “Data mining 

framework for treating both numerical and text data,” International Journal of Service and 

Knowledge Management, 2 (No.1), pp. 1-18 (2018). 

4. 宮城茂幸，小澤恵子，森谷季吉，坂本眞一，酒井道，「簡易型嚥下評価システムの構築に

向けて  ---嚥下音と頸部深度画像を併用した嚥下評価手法の開発---」，地域ケアリング, 
20 (11), pp. 73-77 (2018). 

 
（学会発表） 
1. Takuya Takahashi, Takashi Fujiwara, “Woodlands for Water and other PES schemes in Japan --- 

Evaluation and questions for PESFOR-W participants,” COST Action CA15206, Action Title: 

Payments for Ecosystem Services (Forests for Water), (July 2-5, 2018, Stavanger, Norway). 

2. 高橋卓也，内田由紀子，石橋弘之，奥田昇，「農山村において森林に関わる幸福度に影響

を及ぼす要因の実証的検討：滋賀県野洲川上流域を対象として」，環境経済・政策学会大

会 2018（2018 年 9 月 8 日～9 日，上智大学，東京都）． 
3. 石橋弘之，奥田昇，高橋卓也，「森林に関わる主観的幸福度に影響を及ぼす要因の研究：

流域レベル／上流域レベル調査の比較を中心として」，林業経済学会 2018 年秋季大会

（2018 年 11 月 17 日～18 日，筑波大学，つくば市）． 
4. 高橋卓也，内田由紀子，石橋弘之，奥田昇，「森林に関わる主観的幸福度に影響を及ぼす

要因の研究：流域レベル／上流域レベル調査の比較を中心として」，林業経済学会 2018
年秋季大会（2018 年 11 月 17 日～18 日），筑波大学，つくば市），． 

5. Katsuya Tanaka, Takuya Takahashi, “Landowners' preferences on environmentally-friendly forest 

management,” FORMATH OKINAWA 2019 (March 7, 2019, Naha). 

6. 石橋弘之，高橋卓也，奥田昇，「森林への価値の多様化―野洲川上流域集落の事例から」，
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第 130 回日本森林学会大会（2019 年 3 月 20 日～25 日，朱鷺メッセ新潟コンベンショ

ンセンター（朱鷺メッセ），新潟市）． 
7. 中江剛士，砂山渡，畑中裕司，小郷原一智，「新しい分析操作を含む操作履歴の提示によ

るテキストマイニングスキルの伝達支援」，第 21 回人工知能学会インタラクティブ情報

アクセスと可視化マイニング研究会 (2019 年 3 月 9 日，立命館大学京都朱雀キャンパ

ス). 
8. 植野伸哉，酒井 道，「ニューラルネットワークを用いた色彩情報センサーの補正」，第 66

回応用物理学会春季学術講演会（2019 年 3 月 9 日～12 日，東京工業大学）． 
9. 朝本崇康, 吉田 淳, 小澤惠子, 森谷季吉, 坂本眞一, 酒井 道, 宮城茂幸,「投票により
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